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図1. カード側に置かれたLTC4215-1の標準的応用例

はじめに
Hot SwapTMコントローラは、ボードがバックプレーンに活
線挿入されるどんなシステムでも不可欠です。コントローラ
は、カードのバイパス・コンデンサに対して電源電圧と電流
をゆっくりランプアップさせて、バックプレーンや他のカード
への擾乱を最小に抑える必要があります。同様に、故障した
カードに過度の電流が流れる場合、それをバックプレーンか
ら切り離す必要があります。コントローラはバックプレーン電
源の低電圧と過電圧の状態もモニタして、カードの回路の安
定動作を保証します。LTC4215-1は1歩先に進み、3本の汎
用I/O(GPIO)ラインと精確なADCをホットスワップ・コント
ローラに組み込んで、ボードの電圧と電流に関する量的情
報を与えます。LTC4215-1へのアップグレードは、自動車の
「エンジンチェック」ランプを最新のダッシュボードの情報
ディスプレイに付け替えるようなものです。

その他のコントロール
ボードの実際の機能(通信、データ収集など)とは別に、「パ
ワー・ゲートウェイ」の一部と考えられる多くの機能がカー

ド上に存在します。これらには、電源シーケンシング、電源
の状態情報の提供、押しボタンのモニタなどが含まれます。
LTC4215-1のGPIOピンはこれらの機能に適しています。
ONピンを“H”に接続すると、100msのパワーオン遅延の
後、パスFETがオンします。ONピンを接地すると、ソフトウ
ェアによるFET制御がイネーブルされます。GPIOピンの状
態はFETをイネーブルする前に設定することができるので、
下流の電源がイネーブルされるとき既知状態が保証されま
す。GPIO1は起動時にデフォルトで“H”になり、5mAをシ
ンクすることができます。GPIO2もデフォルトで“H”にな
り、3mAをシンクすることができます。GPIO3はデフォルト
で“L”になり、100µAをシンクすることができます。  

たとえば、「カード取り外しの準備」押しボタンをモニタし、
カードを取り外す準備ができたら「取り外しOK」LEDを点
灯させるアプリケーションを図1に示します。これにより、カ
ードをきれいにシャットダウンすることができます。たとえ
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ば、集めたデータをシャットダウンする前に転送して、デー
タが失われないようにすることができます。GPIO1はデフ
ォルトで“H”になり、LEDをコントロールします。GPIO3は
押しボタンの状態をモニタする入力としてプログラムし直さ
れます。GPIO2ピンは内蔵レギュレータの動作を制御しま
す。これは、デジタル信号がイネーブルされる前にアナログ
回路をパワーアップする必要のあることがあるミックスシ
グナル回路では重要です。

図2では、GPIOピンを使ってLTC4210-1 Hot Swapコント
ローラを制御し、このコントローラは3.3Vレールを制御しま
す。これも電源のシーケンシングに役立ち、追加のシーケン
シング回路が不要になります。

図3では、3つのGPIOピンを全て使い、74HC138デコーダ
を使って8個のLEDの1つを点灯させます。これらはシステ
ムの状態や電力消費を表示することができます。他の可能
な機能として、マイクロプロセッサのリセット信号の発生、
GPIOピンを使ったマルチプレクサの制御によるADCへの
チャネルの追加、またはLTC2928のような先進的電源シ
ーケンサとのインタフェースなどがあります。

まとめ
LTC4215-1はHot Swap回路のスマート・パワー・ゲート
ウェイです。フォールトを切断し、電源経路の状態を詳細に
モニタし、突入電流のプロファイルをこれまでに無いレベ
ルで制御します。3つの汎用I/Oピンと予備のADCチャネル
により、電力経路のさらなる制御とシステムの初期化/シャ
ットダウンに関連した機能が可能になります。

図2. LTC4210-1の制御

図3. 8個の状態表示LEDの制御
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